
学校だより３月 学校教育目標「郷土を愛し 自らの生き方を切り拓く 心豊かな子どもの育成」

自分大好き 令和３年 ３月 １日

友だち大好き 大津市立田上小学校

田上大好き 児童数 ３７３名

田上っ子!!

３月が近づくにつれ、光の春といわれるように、日差しが少し

ずつ目にまぶしく、温かく感じられるようになってきています。

しかし、暖かい日が続いたかと思えば、また寒さがぶり返すとい

うことが繰り返しています。このような気候の時は、体調を崩し

やすくなります。また、新型コロナウイルスによる感染症の拡大

も、まだ心配な状況が続いています。学校では、うがい・手洗い

の励行、マスクの着用、教室の換気など、今まで行ってきた感染症対策を引き続きてい

ねいに指導し、徹底していきたいと考えています。ご家庭でも、人が多く集まる場所へ

の不要不急の外出を避けたり、栄養を摂って十分な睡眠時間を確保したりするなど、健

康管理へのご配慮をお願いいたします。

さて、来る３月１９日には、７０名の6年生が小学校の課程を修了し、卒業式を迎え

ます。この１年間は、感染症対策のため、学校の行事等で例年とは違う形になったこと

も多かったですが、最高学年としてできることを考え、活動の中心となって活躍し、輝

く姿を見せてくれました。小学校生活６年間の成長を振り返り、自分の成長を支えてく

ださった家庭や地域の人々、友達や先生など多くの人々への感謝の気持ちを育て、そし

て、新しい中学校生活に希望を持って進んでいこうという心を育みたいものです。見送

る在校生も、卒業生から田上小学校の良い伝統をしっかりと受け継ぎ、よりよくしてい

こうとの思いで新年度が迎えられるよう指導してまいります。

ご家庭におかれましても、一年間のお子様の成長を互いに喜び合い、４月からの進級

進学に向けて、励ましていただけますようお願いいたします。

終わりになりますが、児童の健やかな成長を願い、毎日の登下校で子どもの安全を見

守っていただいたスクールガードの皆様や本に親しむ心を育むために読み聞かせをして

いただきました読書ボランティアの皆様、子どもが体験して学ぶ機会のためにお力添え

をいただいた多くの地域の方々に心よりお礼を申し上げます。また、本年度、PTA役員

の皆様には、コロナ禍でのPTA活動への配慮と学校教育への多大なご協力をいただき、

ありがとうございました。

令和３年度も、田上小学校の教育活動へのますますのご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。

学校長

就学援助費について

就学援助費制度は、小・中学校の義務教育が円滑に受けられるように、給食費や学用

品費等の必要な経費の一部を大津市が援助する制度です。申請用紙は大津市のホームペ

ージよりダウンロードできます。詳しいこともホームページに書かれていますのでご覧

ください。4月認定を希望される方は、必ず３／２(火)～４／１０(土)の間に手続きをお

願いします。諸要件によっては認定されない場合もあります。

お問い合わせ先：大津市教育委員会 学校教育課 学事グループ

TEL ５２８－２９６７

３月の行事予定
※３月の主な行事です。都合により変更になる場合もあります。

３月 １日（月）委員会活動(最終)

２日（火）委員長会、教育相談14:00-17:00

３日（水）分団別集会

４日（木）代表委員会

８日（月）４,５,６年6校時日課

９日（火）教育相談9:00-12:00

１５日（月）４,５,６年6校時日課

１６日（火）卒業式予行

１８日（木）給食終了、卒業式前日準備、5年生以外13:15下校、5年生15:35下校

１９日（金）第123回卒業証書授与式、5年生11:25下校、１～4年自宅学習

２０日（土）【春分の日】

２２日（月）3校時日課、11:25分団下校

２３日（火）3校時日課、11:25分団下校

２４日（水）終業式・修了式、大掃除、11:25分団下校

４月の主な予定

７日(水)新6年生入学式準備8:30

８日(木)始業式・入学式

９日(金)3校時日課

１２日(月)給食開始、通常日課開始

１６日(金)1年給食開始

２３日(金)学級経営説明会、PTA学級委員選出

３０日(金)～家庭訪問

一人一台のタブレット端末 ～ＧＩＧＡスクール構想～

国の事業であるＧＩＧＡスクール構想により、小中学生に一人一台のタブレット端末

を配備する計画が進んでいます。大津市では、まず小学校4年生から中学校3年生までの

児童生徒が対象となります。先日、田上小学校にも4年生以上の教室に保管用キャビネッ

トと一人一台のｉＰａｄが配備され、高速大容量の校内ＬＡＮも整備されました。3月か

ら試行運用となり、4月からが本格運用開始となります。

これから学校は、一人一台のｉＰａｄを使った授業展開、子どもの学習方法について

取組を進めていきます。しかし、ここで注意すべきことは、ｉＰａｄを使うこと自体が

目的ではないということです。ｉＰａｄはあくまでも学習手段の一つです。これまでの

様々な学習方法と組み合わせながら、どのような学習の時に、どのように使うことが効

果的なのかを考え、試行錯誤

しながらの運用開始となりま

す。最初は子どもも教師も戸

惑うかもしれませんが、一人

一台のｉＰａｄが子どもたち

の豊かな学び、学力の向上に

つながるよう、有効に活用し

ていきたいと思います。


